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研究成果の概要（和文）：本研究では、嚢胞反復穿刺吸引術とジェノゲスト併用療法が、チョコレート嚢胞合併
不妊患者の生殖補助医療(ART)の治療成績に与える影響について検討した。本研究は現在進行中であるが、現時
点では本治療はARTの治療成績に影響しないことがわかった。しかし、大きなチョコレート嚢胞や反復ART不成功
例に対して有用な可能性があり、チョコレート嚢胞合併不妊患者のうち、治療介入が必要な症例を選別すること
が重要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the effect of repeated cyst aspiration and 
dienogest combination therapy on the outcome of assisted reproductive technology (ART) in infertile 
patients with endometrioma. Although this study is currently in progress, it was found that this 
treatment does not affect the outcome of ART at this time. However, it may be useful for large 
endometrioma and repetitive ART unsuccessful cases, and it is important to select infertile patients
 with endometrioma who require intervention.

研究分野： 生殖医療

キーワード： チョコレート嚢胞　妊孕性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
嚢胞反復穿刺吸引術とジェノゲスト併用療法は卵巣予備能を低下させることなくチョコレート嚢胞を治療できる
ため、チョコレート嚢胞合併不妊患者に対する新たな治療戦略のひとつとなりうる。また、将来の妊娠を希望す
る未婚女性に本治療を適用すれば、少子化対策に貢献できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

チョコレート嚢胞合併不妊患者に対して、主として嚢胞摘出術が行われてきた。しかし、生殖

補助医療(ART)前の嚢胞摘出術が臨床成績の向上に寄与せず、卵巣予備能に与える影響が大きい

ことから、嚢胞摘出術を回避して ART を実施する傾向がある。チョコレート嚢胞に対して嚢胞摘

出術を行わない場合、チョコレート嚢胞による卵子の数的・質的な低下、採卵操作が困難で不完

全になってしまう、採卵時のチョコレート嚢胞の感染や嚢胞内容液の卵胞液への混入、チョコレ

ート嚢胞の癌化のリスクといった問題が生じることから、チョコレート嚢胞の取り扱いについ

てはコンセンサスがない。このような現状から、チョコレート嚢胞合併不妊患者に対して、いか

にして卵巣予備能を温存し、妊娠率を向上させるかが生殖医療における大きな課題である。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、チョコレート嚢胞合併不妊患者に対する嚢胞反復穿刺吸引術とジェノゲス

ト併用療法が ART 治療成績に及ぼす影響について検討することである。 

 

３．研究の方法 

(1)対象 

 対象は ART を予定しているチョコレート嚢胞合併不妊患者である。研究群は嚢胞反復穿刺吸

引術とジェノゲスト併用療法後に ART を行った患者、コントロール群は直接 ART を行った患者

である。 

(2)研究デザイン 

 前向きコホート研究 

(3)研究の評価項目 

・主要評価項目：臨床的妊娠率 

・副次的評価項目：採卵数、成熟卵数、受精率、胚盤胞到達率、合併症の有無 

(4)目標症例数 

 αエラーを 0.05、検出力を 80%に設定し、先行研究に基づいて、目標症例数を研究群 61例、

コントロール群 61 例とする。 

(5)嚢胞反復穿刺吸引術とジェノゲスト併用療法 

 月経が開始したらジェノゲスト 2mg/日を 3ヶ月間内服し、この期間内に 10mm 以上の嚢胞を認

めれば嚢胞穿刺吸引術を最大 3回実施する。その後続けて ART を実施する。 

(6)データ解析 

 2 群間の比較は t検定とχ2検定を用いる。P値<0.05 をもって有意とする。 

 

４．研究成果 

 現在、本研究は進行中であり現時点の結果を以下に示す。研究群は 24 例、コントロール群は

50 例である。 

 



患者背景を表 1に示す。年齢、原発性

不妊、不妊因子、既往採卵回数、既往移

植回数、血中 AMH 値は、2 群間で差はな

かった。チョコレート嚢胞については、

大きさは研究群がコントロール群より

大きかったが(39.8±15.2mm vs 26.4±

12.2mm、P=0.001)、片側および両側の割

合は差がなかった。 

ART 治療成績を表 2 に示す。採卵数、

成熟卵数、受精率、胚盤胞数、胚盤胞到

達率、妊娠反応陽性率、臨床的妊娠率、

合併症は、2群間で差がなかった。 

嚢胞反復穿刺吸引術とジェノゲスト併

用療法後に妊娠した症例のなかで、興味

深い症例が 2 例あった。1 例目は大きな

両側チョコレート嚢胞の症例である。本

治療によって、チョコレート嚢胞の大き

さは、右卵巣が 70×60mm から 33×18mm、

左卵巣が 60×50mm から 30×28mm と著明

な縮小を認めた。治療前は経腟超音波検査にて卵胞を確認できなかったが、治療後は容易に確認

できるようになり、成熟卵を 2個回収し体外受精・胚移植によって妊娠が成立した。この症例は

一般的に嚢胞摘出術の適応と考えられるが、本治療によって嚢胞摘出術を回避し妊娠に導くこ

とができた。2例目は両側チョコレート嚢胞を合併する反復ART不成功の症例である。採卵8回、

移植 6回の ART 治療歴があった。本治療後、1回目の体外受精・胚移植で妊娠が成立した。反復

ART 不成功例のなかには、チョコレート嚢胞(子宮内膜症)が不妊の原因となっている症例が存在

すると考えられた。 

現時点では、嚢胞反復穿刺吸引術とジェノゲスト併用療法が ART 治療成績を向上させる結果

は認められなかった。しかし、大きなチョコレート嚢胞や反復 ART 不成功例に対しては有用な可

能性があり、チョコレート嚢胞合併不妊患者のうち、治療介入が必要な症例を選別することが重

要であると考えられた。今後も本研究を継続し、最終的な結果を見出す予定である。 
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